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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
三
）

本
稿
は
女
役
者
市
川
九
女
八
（
一
八
四
四
ご
ろ
―
一
九
一
三
）
の
年
譜
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
発
表
し
た
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）」

（『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』第
三
号
、二
〇
一
六
年
三
月
）、「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
二
）」

（『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』第
五
号
、二
〇
一
八
年
三
月
）
で
は
、
九
女
八
の
生
年
か
ら
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
ま
で
を
追
っ
た
。
未
だ
調
査
が
不
十
分
な
点
が
あ
る

が
、
今
後
補
足
す
る
こ
と
と
し
（
１
）
、
本
稿
で
は
、
明
治
十
一
年
お
よ
び
十
二
年
の

九
女
八
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。「
年
譜
稿
（
二
）」に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、

明
治
十
年
九
月
、警
視
局
は
東
京
の
劇
場
に
お
け
る
女
子
演
劇
興
行
を
認
め
た
。

そ
れ
に
伴
い
十
一
年
に
は
女
役
者
の
一
座
に
よ
る
興
行
（「
女
芝
居
」
と
す
る
）

が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
九
女
八
の
出
演
履
歴
に
加
え
、
女
芝
居
に
つ
い

て
も
意
識
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

【
凡
例
】

九
女
八
に
関
わ
る
事
柄
は
「
●
」、
そ
の
解
説
は
「
■
」
を
付
け
て
示
し
た
。

そ
の
他
本
稿
に
お
い
て
必
要
と
思
わ
れ
る
事
柄
は
「
▽
」、
そ
の
解
説
は
「
□
」

を
付
け
て
示
し
た
。
名
前
を
市
川
九
女
八
で
統
一
し
て
記
し
て
い
る
が
、
本
稿

の
対
象
と
す
る
期
間
は
岩
井
粂
八
を
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
興
行
記

録
内
に
お
い
て
は
、「
九
女
八
（
粂
八
）」
な
ど
と
併
記
し
た
。
ま
た
、
興
行
記

録
に
お
い
て
は
配
役
も
記
し
た
が
、
九
女
八
以
外
に
つ
い
て
は
主
な
役
者
に
止

め
た
。
役
名
は
、
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
河
竹
登
志
夫
監
修
・
古
井
戸
秀
夫

編
『
歌
舞
伎
登
場
人
物
事
典
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
し
、

通
行
の
役
名
で
記
し
た
。

年
譜
稿
に
引
用
し
た
文
献
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
著
者
五
十
音
順
）。

年
譜
稿
中
で
は
書
名
ま
た
は
略
称
で
示
し
た
。
新
聞
資
料
は
、
年
譜
稿
中
で
は

「
新
聞
」
の
文
字
を
省
略
し
た
。
資
料
所
蔵
先
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
演

劇
博
物
館
を
「
演
博
」
と
略
し
た
。

引
用
資
料
は
現
行
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、

原
資
料
に
あ
る
振
り
仮
名
は
、適
宜
省
略
し
て
記
し
た
。
原
資
料
に
は
無
い
が
、

私
に
振
り
仮
名
を
振
っ
た
り
漢
字
を
当
て
た
り
し
た
場
合
は
、〔
　
〕
で
示
し

た
。
引
用
資
料
の
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
。

　
　
　

市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
三
）

佐
　
藤
　
か
　
つ
　
ら
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〈
先
行
研
究
・
文
献
〉

倉
田
喜
弘
『
明
治
の
演
芸
（
二
）』（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、

一
九
八
一
年
）。

倉
田
喜
弘
『
芸
能
の
文
明
開
化
―
明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
』（
平
凡
社
、

一
九
九
九
年
）。

倉
田
喜
弘
・
林
淑
姫
『
近
代
日
本
芸
能
年
表
』
上
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
三
年
）。

小
宮
麒
一
編
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
　
上
演
年
表
　
第
六
版
（
明
治
元

年
～
平
成
十
八
年
）』（
私
家
版
、二
〇
〇
七
年
）
→
『
上
演
年
表
』と
略
す
。

小
宮
麒
一
編
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
　
配
役
総
覧
　
第
七
版
（
明
治
元

年
～
平
成
二
十
二
年
）』（
私
家
版
、
二
〇
一
一
年
）
→
『
配
役
総
覧
』
と

略
す
。

守
随
憲
治
記
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
一
）―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」（『
実

践
文
学
』
四
二
、一
九
七
一
年
三
月
）
→
「
伝
聞
記
（
一
）」
と
略
す
。

〈
雑
誌
・
新
聞
資
料
（
五
十
音
順
（
２
）
）〉

�『
安
都
満
新
聞
』（
→
明
治
十
二
年
十
二
月
よ
り
『
い
ろ
は
新
聞
』）、『
か
な

よ
み
』、『
歌
舞
伎
新
報
』（
明
治
十
二
年
二
月
創
刊
）、『
劇
場
新
報
』（
明
治

十
一
年
六
月
創
刊
）、『
市し

覇ば

威い

新
聞
』（
明
治
十
一
年
八
月
創
刊
、
十
月
終

刊
）、『
朝
野
新
聞
』、『
東
京
曙
新
聞
』、『
東
京
絵
入
新
聞
』、『
東
京
さ
き
が

け
』（
→
明
治
十
一
年
十
二
月
十
七
日
よ
り
『
東
京
新
聞
』）、『
東
京
日
日

新
聞
』、『
な
ま
い
き
新
聞
』（
明
治
十
一
年
六
月
創
刊
→
明
治
十
一
年
十
月

二
十
六
日
よ
り
『
芸
術
叢
誌
』、明
治
十
二
年
六
月
ま
で
）、『
真
砂
新
聞
』（
明

治
十
一
年
七
月
～
八
月
の
み
現
存
）、『
郵
便
報
知
新
聞
』、『
横
浜
毎
日
新

聞
』（
→
明
治
十
二
年
十
一
月
十
八
日
よ
り
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』）、『
読

売
新
聞
』

〇
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）　
三
十
三
～
三
十
五
歳

（
３
）

三
月
に
桐
座
で
女
芝
居
が
始
ま
っ
た
。
九
女
八
の
動
向
は
六
月
ま
で
明
ら
か

で
は
な
い
。
桐
座
、
栄
升
座
と
い
っ
た
、
官
許
劇
場
の
中
で
も
中
心
地
か
ら
外

れ
た
場
所
に
位
置
し
、
不
振
に
陥
っ
て
い
た
劇
場
に
お
い
て
、
女
芝
居
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。栄
升
座
は
栄
昇
座
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、本
稿
で
は
「
栄

升
座
」
に
統
一
す
る
。

▽�

三
月
一
日
よ
り
　
四
谷
荒
木
町
・
桐
座
で
名
古
屋
の
女
役
者
が
興
行
。

�

絵
本
番
付
あ
り
（
演
博
所
蔵
、
所
蔵
番
号
ロ23-17-244

。
日
付
は
明
治

十
一
寅
年
二
月
廿
八
日
）。
初
日
は
三
月
一
日
付
『
朝
野
』
に
よ
る
。

「
絵え

ほ
ん本

大た
い
と
う
き

当
記
」、「
紫つ

く
ば
の
か
げ
す
だ
の
か
わ
な
み

山
影
隅
田
川
浪
」、
浄
瑠
璃
「
両

ふ
た
お
も
て
つ
き
の
す
が
た
み

顔
月
姿
視
」。

�

光
秀
・
法
界
坊
ほ
か
＝
力
枝
、
春
永
・
孫
市
・
十
次
郎
・
甚
三
＝
小
光
、
正

清
・
要
助
・
松
若
＝
力
代
、
桔
梗
・
お
く
み
＝
辰
次
、
操
・
お
し
づ
ほ
か
＝

大
吉
、
そ
の
他
省
略
（
絵
本
番
付
）。

□�

「
東
京
初
の
女
歌
舞
伎
、
新
富
町
・
近
源
亭
が
金
主
で
名
古
屋
の
女
役
者
が

桐
座
へ
乗
り
込
む
、
狂
言
は
「
絵
本
太
功
記
」〔
読
売
〕。」（『
近
代
日
本
芸

能
年
表
』
上
、
三
七
頁
）。
明
治
十
年
八
月
十
日
に
四
谷
左
門
町
に
住
む
民

谷
弥
平
太
か
ら
女
性
の
一
座
に
よ
る
演
劇
興
行
が
出
願
さ
れ
、
そ
の
後
関
弥

兵
衛
か
ら
も
出
願
が
あ
り
、
同
年
九
月
、
新
た
な
劇
場
建
設
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
興
行
自
体
は
苦
し
か
ら
ず
と
の
こ
と
で
許
可
さ
れ
た
（『
芸
能
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）

の
文
明
開
化
』、
三
二
五
頁
）。
こ
の
出
願
と
許
可
が
実
を
結
ん
だ
興
行
で
、

興
行
主
は
民
谷
、
金
主
は
新
富
町
の
近
源
亭
と
い
う
会
席
料
理
屋
で
あ
っ
た

（
同
書
、
三
二
五
頁
）。
二
月
二
十
六
日
に
名
古
屋
か
ら
女
役
者
が
や
っ
て
き

た
が
、
民
谷
弥
平
太
の
家
の
座
敷
に
安
置
さ
れ
た
お
岩
稲
荷
（
４
）
に
白
米
三
俵
、

酒
一
樽
、
金
十
五
円
を
奉
納
し
、
牛
込
榎
町
の
大
法
寺
か
ら
僧
侶
が
来
て
舞

台
繁
昌
の
祈
祷
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
酒
盛
り
を
し
て
か
ら
桐
座
へ
乗
り
込

ん
だ
と
い
う
（
三
月
二
日
付
『
東
京
絵
入
』）。
こ
の
興
行
で
は
、
赤
坂
の
芸

者
五
人
が
花
道
に
並
ん
で
褒
め
詞
を
述
べ
た
と
い
う
（
三
月
二
十
日
付
『
か

な
よ
み
』）。
三
月
二
十
日
付
『
か
な
よ
み
』
に
よ
れ
ば
、
光
秀
を
勤
め
た
篠

塚
力
枝
は
「
例
の
薮や
ぶ

か
ら
出
た
仕
打
は
故
人
海
老
蔵
と
小
団
次
の
処
も
あ
つ

て
中
々
能よ
く

す
る
と
い
ふ
」
と
あ
り
、「
市
川
光
江
」（
光
江
は
見
当
た
ら
ず
、

小
光
の
こ
と
か
）
に
つ
い
て
は
元
は
名
古
屋
の
芸
者
で
、
中
頃
市
川
九
蔵
の

妻
に
な
っ
た
と
あ
る
。
同
紙
に
よ
れ
ば
、「
一
座
は
い
や
み
な
し
の
狂
言
で

人
形
芝
居
の
俤
お
も
か
げが
あ
る
と
い
ふ
」
が
、「
景
気
は
極ご
く

よ
い
が
見
物
は
薄
い
様

子
」
で
あ
っ
た
。

▽�

四
月
は
じ
め
　
神
田
連
雀
町
の
「
白
拍
子
座
」
で
岩
井
粂
治
ら
が
興
行
か

（
四
月
五
日
付
『
読
売
』）。

�「
天て

ん

照せ
う

太だ
い

神じ
ん

天あ
ま

の
窟

い
は
と

」、「
牛
若
丸
吹ふ

え

笛ふ
き

の
段
」、「
頼
朝
七
騎
落
」、
中
幕
「
寛

政
年
間
柳
営
美
談
」、
切
は
「
前
々
太
平
記
」、「
楚
国
孝
子
盗
羊
の
訴
へ
」。

□�

倉
田
喜
弘
氏
『
芸
能
の
文
明
開
化
』
三
二
六
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
岩
井
粂
治

は
「
年
譜
稿
（
二
）」
に
述
べ
た
通
り
九
女
八
と
関
わ
り
が
あ
り
、
九
年
四

月
一
日
に
は
九
女
八
と
共
に
「
女
産
教
授
所
・
女
歌
舞
妓
所
建
設
嘆
願
書
」

を
東
京
府
に
提
出
し
て
い
る
。
右
の
「
白
拍
子
座
」
が
ど
う
い
う
形
態
の
建

物
か
定
か
で
は
な
い
が
、
寄
席
な
ど
で
の
「
白
拍
子
」「
白
拍
子
舞
」
の
興

行
は
明
治
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
（『
明
治
の

演
芸
（
二
）』
参
照
）。
新
橋
外
の
寄
席
木
村
亭
で
も
、
白
拍
子
女
舞
の
興
行

が
官
許
に
な
り
、
十
一
年
三
月
二
十
八
日
が
初
日
で
あ
っ
た
と
い
う
（
四
月

五
日
付
『
有
喜
世
』）。
出
演
者
は
藤
村
鶴つ

る
え（
５
）

枝
、
同
吉
次
、
同
直
吉
。
囃
子
方

ま
で
全
員
女
性
で
、
女
方
は
鬘
を
用
い
る
が
立
役
は
用
い
ず
、
頼
朝
や
義
経

役
は
烏
帽
子
を
被
り
、
す
べ
て
「
往む

か
し昔
の
男
舞
を
か
た
ど
」
っ
た
も
の
と
い

う
。

�

　
白
拍
子
舞
や
「
綱
渡
り
の
所
作
事
」
の
興
行
に
関
し
、
出
願
人
と
し
て
本

所
緑
町
に
住
む
羽
賀
茂
七
と
い
う
人
物
（
６
）
が
し
ば
し
ば
み
え
る
（
十
一
年
四
月

十
八
日
付
『
か
な
よ
み
』、
八
月
二
十
二
日
付
同
紙
、
十
二
年
一
月
二
十
五

日
付
『
朝
野
』
な
ど
）。
ほ
か
、
根
岸
金
杉
村
の
元
三
島
神
社
前
に
建
築
さ

れ
た
女
芝
居
の
「
初
音
座
」
は
、
十
一
年
十
月
十
八
日
に
初
日
を
迎
え
「
詮せ

ん

唐と
う

西せ
い
ゆ
う
き

遊
記
」「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
が
上
演
さ
れ
た
が
（
出
演
者
不
明
、『
劇

場
新
報
』
二
号
〔
七
月
十
三
日
〕、
十
二
号
〔
十
月
二
十
一
日
〕）、「
綱
の
上

の
踊
り
」
と
称
し
て
興
行
を
し
た
の
が
演
劇
類
似
と
見
做
さ
れ
て
頭
取
が
拘

引
さ
れ
た
と
い
う
（
十
月
二
十
四
日
付
『
東
京
絵
入
』）。
東
京
府
・
警
視

庁
は
も
と
も
と
寄
席
に
お
け
る
演
劇
類
似
の
興
行
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ

て
い
た
が
、
十
一
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、「
白
拍
子
・
吾
妻
狂
言
・
綱
渡

り
・
曲
馬
・
軽
業
の
類
」
に
つ
い
て
、
演
劇
類
似
の
所
作
を
為
す
者
は
興
行

を
差
し
止
め
る
こ
と
を
、
警
視
本
署
が
各
分
署
に
達
し
た
（『
明
治
の
演
芸

（
二
）』、
十
一
月
二
十
日
付
『
東
京
絵
入
』）。
こ
の
こ
ろ
、「
白
拍
子
」「
白
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拍
子
舞
」
と
い
っ
た
名
目
で
、
ひ
そ
か
に
女
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

▽�

四
月
五
日
よ
り
二
十
九
日
カ
　
四
谷
荒
木
町
・
桐
座
　
二
月
に
続
き
、
名
古

屋
の
女
役
者
に
て
興
行
。

�

絵
本
番
付
あ
り
（
演
博
所
蔵
、
ロ23-17-248

ほ
か
（
７
）
。
日
付
は
明
治
十
一
年

四
月
五
日
）。
初
日
は
四
月
七
日
付
『
有
喜
世
』
に
よ
る
（
四
月
十
五
日
付

『
か
な
よ
み
』
で
は
、
初
日
は
六
日
）。
千
秋
楽
は
四
月
二
十
八
日
付
『
東
京

絵
入
』
に
よ
る
。

�「
舘ご

し
ょ
も
よ
う
い
わ
お
の
は
つ
は
な

模
様
岩
尾
初
桜
」、「
双ふ

た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
く
る
わ
に
っ
き

蝶
仝
曲
輪
日
記
」、「
だ
ん
ま
り（
西
南
戦
争
物
）」、

中
幕
「
け
い
せ
い
反
魂
香
」、
大
切
浄
瑠
璃
上
の
巻
「
桃も

も
の
せ
ち
え
と
り
の
か
ち
ど
き

花
節
会
鶏
勝
鬨
」

下
の
巻
「
庭に

わ
か
ぐ
ら
く
も
い
の
き
ょ
く
ま
り

神
楽
雲
井
曲
鞠
」。

�

岩
藤
・
濡
髪
長
五
郎
・
西
条
武
盛
・
吃
の
又
平
＝
篠
塚
力
枝
、
お
初
・
放
駒

の
長
吉
・
安
浦
＝
市
川
小
光
、
尾
上
・
お
関
・
山
端
・
お
徳
＝
篠
塚
大
吉
、

江
戸
平
・
吾
妻
＝
坂
東
辰
次
、
求
女
・
山
崎
屋
与
五
郎
＝
篠
塚
力
代
、
土
佐

将
監
＝
浅
尾
花
重
、
そ
の
他
省
略
（
絵
本
番
付
）。

□�

値
下
げ
の
上
、
名
古
屋
か
ら
二
、三
名
の
女
役
者
が
加
入
（
四
月
七
日
付

『
有
喜
世
』）。
四
月
五
日
付
『
か
な
よ
み
』、
四
月
十
日
付
『
読
売
』
に
広
告

が
出
さ
れ
、
値
段
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
桟
敷

七
十
五
銭
（
一
人
十
五
銭
）、
高
土
間
六
十
五
銭
（
一
人
十
三
銭
）、
平
土
間

五
十
銭
（
一
人
十
銭
）、
大
土
間
一
人
五
銭
、
御
菓
子
一
人
三
銭
、
御
茶
土

瓶
一
人
五
厘
、
極
上
御
弁
当
一
人
前
一
朱
、
口
取
肴
一
人
前
一
朱
、
附
肴
一

人
前
一
朱
、
御
鮨
一
人
前
三
銭
五
厘
、
御
敷
蒲
団
一
人
前
六
厘
、
御
莨
盆
一

人
前
五
厘
、「
御
弁
当
御
持
参
御
勝
手
次
第
」。

四
月
十
五
日
付
『
か
な
よ
み
』
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　�

一
番
目
鏡
山
は
都す
べ

て
女
計ば
か

り
の
役
ゆ
ゑ
す
つ
ぱ
り
と
は
ま
つ
た
せ
い
か

何
れ
も
評
判
よ
く
、
中
幕
の
吃
又
と
鹿
児
島
の
一
幕
は
当
時
の
人じ
ん

気き

を

取
た
趣
向
、
二
番
目
の
双
蝶
々
大
切
の
浄
瑠
璃
は
娘
連
出で
が
た
り語
の
常
磐
津

は
別
嬪
揃
ひ
で
ひ
と
し
ほ
目め
さ
き前

が
替
り
、
今
度
は
茶
屋
や
出で
か
た方

の
悪
弊

も
な
く
直ね
だ
ん段
も
安
い
ゆ
ゑ
見
物
の
足
ど
り
も
よ
く
中
々
な
大
入

�

四
月
二
十
一
日
に
、
大
切
の
鶏
合
の
所
作
事
で
せ
り
出
し
の
途
中
で
綱
が

切
れ
、
大
吉
、
力
代
、
辰
次
の
三
人
が
一
度
に
奈
落
に
転
落
す
る
事
故
が

あ
っ
た
が
、
幸
い
怪
我
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
四
月
二
十
四
日
付
『
東
京
絵

入
』）。
ま
た
、
四
月
二
十
八
日
に
千
秋
楽
の
予
定
が
、
一
日
延
期
し
、
団
十

郎
、
菊
五
郎
な
ど
新
富
座
の
役
者
が
見
物
に
行
く
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
が

（
四
月
二
十
八
日
付
『
東
京
絵
入
』）、
実
現
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
四

月
二
十
三
日
付
の
『
有
喜
世
』
は
、
こ
の
桐
座
の
興
行
は
か
な
り
の
損
失
と

し
、五
月
八
日
付
の
同
紙
は
さ
ら
に
、金
主
と
女
役
者
と
の
間
に
悶
着
が
あ
っ

た
と
報
じ
た
。

●
六
月
一
日
よ
り
　
九
女
八
、四
谷
荒
木
町
・
桐
座
に
出
演
。
図
１
参
照
。

�
絵
本
番
付
あ
り
（
演
博
所
蔵
、
ロ23-17-253

）。
初
日
は
絵
本
番
付
よ
り
（
８
）

。

�「
仮か

名な

手で

本ほ
ん

忠
ち
ゅ
う

臣し
ん

蔵ぐ
ら

」、
浄
瑠
璃
「
積

つ
も
る

恋こ
い

雪ゆ
き
の
せ
き関
扉の

と

」。「
忠
臣
蔵
」
は
二
・
八

段
目
を
除
く
。
ま
た
、
十
段
目
は
、
役
名
か
ら
考
え
て
明
治
六
年
十
一
月
村
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山
座
初
演
の
「
忠
臣
い
ろ
は
実
記
」
か
ら
と
っ
た
も
の
か
。

�
由
良
之
助
・
清
水
一
学
＝
九
女
八
（
岩
井
粂
八
）、
師
直
・
平
右
衛
門
・
関

兵
衛
（
大
伴
黒
主
）・
本
蔵
＝
篠
塚
力
枝
、
判
官
・
勘
平
・
力
弥
（
七
段
目

以
降
）
＝
市
川
小
光
、
か
ほ
よ
・
戸
無
瀬
＝
篠
塚
大
吉
、
若
狭
之
助
・
九
太

夫
・
丈
左
衛
門
＝
佐
登
吉
、
お
軽
・
お
石
・
姉
お
せ
き
・
与
茂
七
・
墨
染
＝

芝
佐
吉
、
力
弥
（
四
段
目
）・
定
九
郎
・
小
浪
・
小
町
姫
＝
坂
東
辰
次
、
少

将
宗
貞
・
三
右
衛
門
＝
力
代
、
弟
与
一
郎
＝
佐
久
吉
、
そ
の
他
省
略
（
絵
本

番
付
）。

図 1-1�　明治 11 年 6 月 1日桐座絵本番付〈2丁裏～ 3丁表〉（早稲田大学演劇博物

館所蔵　ロ 23-17-253）

図 1-2�　図 1-1 のつづき〈3丁裏～裏表紙見返し〉（早稲田大学演劇博物館所蔵　ロ

23-17-253）
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■�
こ
れ
ま
で
の
篠
塚
力
枝
一
座
に
、
九
女
八
ら
が
加
入
し
た
。
全
幕
出
揃
い
は

六
月
十
二
日
（
六
月
十
三
日
付
『
か
な
よ
み
』）。

　
　�

四
谷
の
桐
座
女
芝
居
は
今
度
評
判
の
岩
井
久
米
八
が
加
入
し
て
大
入
の

様
子
、
由
良
之
助
が
久
米
八
で
、
判
官
の
市
川
小
光
も
余
程
上
出
来
、

し
か
し
篠
塚
大
吉
の
か
ほ
よ
御
前
は
顔
が
余
り
悪
る
過
ぎ
る
し
坂
東
辰

次
の
定
九
郎
は
い
か
に
も
美
く
し
過
ぎ
る
と
云
ひ
升
。（
六
月
四
日
付

『
朝
野
』）

�

右
の
よ
う
に
、
九
女
八
の
由
良
之
助
、
小
光
の
判
官
の
ほ
か
、
力
枝
の
関
兵

衛
も
「
大
出
来
」
と
さ
れ
（
六
月
十
一
日
付
『
有
喜
世
』）、
評
判
が
良
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
楽
屋
に
は
色
恋
沙
汰
で
の
内
紛
が
あ
っ
た
と
も

報
じ
ら
れ
て
い
る
（
同
前
）。
女
性
の
観
客
は
少
な
い
と
の
報
道
も
あ
っ
た
。

　
　�

四
ッ
谷
桐
座
の
女
芝
居
は
大
造
入
り
が
多
く
、
女
に
し
て
は
実
に
能
く

出
来
る
と
云
ふ
評
判
、
毎
日
わ
い
〳
〵
と
詰
め
掛
け
れ
ど
、
後
家
や
娘

は
気
受
け
悪
し
く
、
男
子
の
十
分
の
一
も
往
く
も
の
が
無
い
と
の
事
、

し
て
見
れ
ば
芝
居
も
全
く
色
気
で
持
つ
と
見
ゆ
る
と
陸
津
抜
太
と
云
ふ

先
生
か
ら
投
書
。（
六
月
十
九
日
付
『
朝
野
』）

▽
六
月
二
十
六
日
よ
り
　
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
で
女
芝
居
。

�

辻
番
付
あ
り
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
、
日
付
は
明
治
十
一
寅
年
六
月
廿

三
日
）。
初
日
は
六
月
二
十
七
日
付
『
東
京
絵
入
』
よ
り
。

�「
銘め

い
め
い
で
ん
か
き
ぬ
き

仝
伝
抜
抄
文ぶ

ん
こ庫

」、「
其そ

の
あ
か
つ
き
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し

暁
晨
浮
名
横
櫛
」、
中
幕
「
歌
舞
妓
新
十
八
番

の
内
　
魁

さ
き
が
け

源げ
ん
ぺ
い平
躑つ

つ
じ躅

　
蓮
生
物
語
の
だ
ん
」、
浄
瑠
璃
上
の
巻
「
蝶

ち
ょ
う
ち
ど
り
や
つ
し

鵆
畧

雛ひ
な
が
た形
」、
下
の
巻
「
仕し

い
れ
の入
絵え

団う
ち
わ扇
」。

�

千
崎
弥
五
郎
・
矢
間
喜
内
・
金
兵
衛
・
曽
我
の
十
郎
＝
岩
井
金
太
郎
、
大
星

由
良
之
助
・
寺
岡
平
右
衛
門
・
蝙
蝠
安
・
曽
我
の
五
郎
＝
政
吉
、
矢
間
重
太

郎
・
平
右
衛
門
女
房
お
き
さ
・
切
ら
れ
お
富
＝
米
花
ほ
か
、
粂
重
、
君
駒
、

梅
枝
、
亀
治
、
福
吉
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
（
辻
番
付
）。

□�

茶
屋
の
前
に
花
菖
蒲
を
植
え
た
と
い
う
（
六
月
十
九
日
付
『
か
な
よ
み
』）。

女
役
者
た
ち
の
出
自
は
不
明
。
切
ら
れ
お
富
な
ど
を
演
じ
た
米
花
は
、
九
女

八
の
高
弟
と
い
う
岩
井
米
花
か
（
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
一
日
に
五
十
四

才
で
死
去
、
四
十
二
年
十
二
月
十
三
日
付
『
読
売
』）。

●
七
月
十
四
日
よ
り
　
九
女
八
、
桐
座
に
出
演
か
。

番
付
未
見
（
９
）
。
初
日
は
七
月
十
七
日
付
『
有
喜
世
』
よ
り
。

�「
復
讐
天
下
茶
屋
村
」（
玄
蕃
こ
ろ
し
よ
り
人
形
屋
幸
右
衛
門
宅
の
場
、
同
じ

く
返
し
京
屋
店
の
場
ま
で
六
幕
）、中
幕
「
歌
舞
妓
十
八
番
の
内
　
勧
進
帳
」、

二
番
目
「
白
浪
五
人
男
」（
浜
松
屋
み
せ
の
場
か
ら
山
門
ま
で
三
幕
）（
七
月

九
日
付
『
東
京
絵
入
』）。

�

安
達
元
右
衛
門
・
人
形
屋
幸
右
衛
門
・
弁
慶
・
弁
天
小
僧
＝
九
女
八
（
粂

八
）、
安
達
弥
助
・
京
屋
万
助
・
富
樫
左
衛
門
＝
米
花
、
早
瀬
源
次
郎
・
葉

末
・
義
経
＝
琴
紫
、
東
間
三
郎
右
衛
門
・
日
本
駄
右
衛
門
＝
衛
門
、
早
瀬
伊

織
・
赤
星
十
三
郎
＝
芝
佐
吉
、
染
の
井
・
浜
松
屋
番
頭
＝
登
茂
次
、
腕
助
・

南
郷
力
丸
＝
佐
登
吉
、
忠
信
利
平
・
浜
松
屋
幸
兵
衛
＝
若
駒
、
浜
松
屋
宗
之
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助
＝
佐
久
吉
（『
配
役
総
覧
』）。

■�
九
女
八
が
安
達
元
右
衛
門
を
勤
め
た
は
ず
が
、
七
月
十
七
日
付
『
有
喜
世
』

で
は
、「
力
枝
が
お
箱
の
元
右
衛
門
を
出
す
」
と
あ
る
。
実
際
に
九
女
八
が

出
演
し
た
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。「
勧
進
帳
」
は
、
団
十
郎
以
外
の
役

者
が
演
じ
た
場
合
に
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
た
演
目
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

初
代
市
川
猿
之
助
（
の
ち
二
代
目
段
四
郎
）
は
、
明
治
七
年
一
月
に
中
島
座

で
、「
勧
進
帳
」
を
師
匠
九
代
目
団
十
郎
に
無
断
で
演
じ
て
破
門
さ
れ
た
と

い
う
）
1（
（

。
九
女
八
は
、
弁
慶
を
九
代
目
団
十
郎
よ
り
も
多
く
演
じ
た
と
言
い
、

「
勧
進
帳
は
死
に
ま
し
た
黙
阿
弥
サ
ン
に
教
へ
て
貰
ひ
ま
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
）
11
（

。
こ
の
時
点
で
「
勧
進
帳
」
が
演
目
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。

●
八
月
、
九
女
八
は
高
崎
へ
出
掛
け
た
か
。

■�

八
月
十
八
日
付
『
か
な
よ
み
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
九
女
八
は
養
父
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
、「
元
」
と
い
う
夫
を
得
て

か
ら
家
庭
が
お
さ
ま
ら
な
い
と
い
う
。「
年
譜
稿
」（
一
）・（
二
）
で
述
べ
た

よ
う
に
、
九
女
八
は
母
の
再
婚
相
手
で
あ
る
吉
田
八
十
八
に
言
い
寄
ら
れ
て

困
っ
て
い
た
。
ま
た
、
粂
八
が
結
婚
し
た
相
手
は
守
住
新
作
で
あ
る
が
、
狂

言
作
者
と
し
て
の
名
は
藤
基
輔
で
あ
り
、以
下
の
記
事
に
言
う
「
元
」
と
は
、

基
輔
の
「
基も

と

」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、記
事
に
は
「
頭
取
」
と
あ
り
、

狂
言
作
者
と
は
異
な
る
。
守
随
憲
治
「
伝
聞
記
（
一
）」
に
言
う
よ
う
に
、

九
女
八
の
家
庭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
記
事
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
高
崎
で
の
興
行
は
な
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　
　�

小
野
小
町
か
照
手
姫
か
と
云
ふ
程
で
も
な
い
が
、
美き

り
や
う貌
も
芸
も
よ
い
女

俳や
く
し
や優

岩
井
粂
八
は
、
養お

や
ぢ父

と
何
だ
か
訝お

か

し
い
と
い
ふ
評
判
も
有
る
せ
い

か
、
四
ッ
谷
桐
座
の
頭
取
で
元も

と

と
か
云い
ふ

男
を
亭
主
に
し
て
か
ら
兎
角
家

が
納
ら
ず
、
紛ご

た
〳紜〵

と
暮
し
て
ゐ
る
う
ち
、
同
座
は
先
ご
ろ
楽
に
成
つ
た

が
チ
ト
矢や

釜か
ま

し
い
借
金
が
有
る
の
で
公

お
つ
け

晴は
れ

て
他わ

き

へ
出
る
訳
に
も
行
か
な

い
が
、
出
な
け
り
や
喰
ふ
に
困
る
所
か
ら
、
此
間
四
ッ
谷
の
家
を
怪
談

の
焼
酎
火
、
泥ど

ろ

ん
〳
〵
で
跡
を
く
ら
ま
し
、
飛と

び
さ
り去

の
鳴
り
物
で
上
州
高

崎
へ
中ち

う
の
り乗
と
出
掛
、
彼か

の
地
で
一
番
敲た

ゝ

く
気
だ
か
ら
跡
の
連
中
に
も
出

掛
て
来
い
と
度
々
東こ
ち
ら京
へ
郵
便
を
出
し
て
も
、
外ほ
か

の
者
も
先
が
何
だ
か

知
れ
ぬ
ゆ
ゑ
迂う

つ

濶か
り

と
は
行
か
ず
、
粂
八
も
ひ
と
り
法ぼ

つ
ち師
で
は
金
主
も
附

ず
、
着つ

い

た
所
が
芝
居
は
出
来
ず
、
ハ
ア
堂だ

う

し
た
ら
宜よ

か

ら
ふ
と
思
案
に
暮

て
道
具
廻
る
と
四
ッ
谷
住す

ま
ゐ居

の
世せ

わ話
野や

台た
い

、
粂
八
が
居
な
く
成な

つ

た
は
元

が
洒し

や

楽ら
く

に
相
違
な
い
と
、
聟
を
と
ら
へ
て
親
父
の
嫉や

き
も
ち妬
（
ヲ
ツ
ト
）
矢

釜
し
く
云
ひ
出
す
の
で
元も
と
て
き的
も
勃む

つ
と然

と
し
て
上
州
へ
引
戻
し
に
出
掛
る

所
ろ
で
幕
に
成
つ
た
が
此
大
詰
は
だ
う
な
る
か
と
見
功
者
連
の
評
判

記
。

▽
九
月
八
日
よ
り
　
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
で
女
芝
居
。

�
番
付
未
見
。
初
日
は
九
月
二
十
一
日
付
『
市
覇
威
』。
演
目
と
配
役
は
『
上

演
年
表
』『
配
役
総
覧
』
に
よ
り
、
演
目
の
読
み
方
と
役
者
の
氏
名
は
九
月

二
十
一
日
付
『
市
覇
威
』
に
よ
る
。
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�「
力り

き
し
く
ら
べ
い
っ
つ
い
お
と
こ

士
競
一
対
侠
客
」（「
明
石
と
仁
王
」）、「
川
中
島
勝
利
山
本
」（「
輝
虎
配

膳
」）、「
契け

い
せ
い
か
が
み
や
か
た
の
う
つ
し
え

情
鑑
館
莫
子
描
」（「
傾
城
鏡
山
」）。

�

朝
霧
・
岩
藤
＝
西
川
政ま

さ

吉き
ち

、
丈
之
助
・
輝
虎
・
半
兵
衛
＝
市
川
小こ

し
ん新
、
お
す

ま
・
白
妙
・
尾
上
＝
篠
塚
力り

き
よ代

、
仁
王
・
市
郎
兵
衛
・
直
江
・
麦
庵
・
左
膳

＝
松
賀
亀か

め
じ司
（
次
）、
藤
兵
衛
・
主
税
＝
中
村
佐さ

登と

吉き
ち

、
明
石
・
お
勝
・
初

菊
・
伊
太
八
＝
中
村

芝
ひ（
マ
マ
）

佐さ

吉き
ち

、
そ
の
他
省
略
。

□�

「
存
外
の
大
出
来
に
て
大
造
客
が
有
る
と
云
ふ
評
判
」（
九
月
二
十
一
日
付

『
朝
野
』）。
九
月
二
十
一
日
付
『
市
覇
威
』
で
は
、
大
切
浄
瑠
璃
と
し
て

「
雨あ

め
の
あ
と
す
ず
し
き
な
み

後
涼
岸
波
」（「
流
灯
会
の
浄
瑠
璃
」
常
磐
津
連
中
）
も
記
さ
れ
る
。

▽
十
月
四
日
よ
り
　
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
　
狂
言
替
わ
り

番
付
未
見
。
十
月
七
日
付
『
市
覇
威
』
よ
り
。

「
東
山
桜
草
紙
」、「
神
有
月
色
世
話
事
」（
役
割
不
明
）。

□�

今
ま
で
の
役
者
が
四
、五
人
病
気
で
休
ん
だ
が
、
中
村
芝し

佐さ

吉き
ち

始
め
一
同
が

奮
闘
（
十
月
七
日
付
『
市
覇
威
』）。
十
月
十
日
付
『
市
覇
威
』
で
は
、
こ
の

後
の
興
行
に
は
愛
知
県
名
古
屋
か
ら
「
上
等
の
女
俳や

く
し
や優

」
を
呼
び
よ
せ
、
東

京
と
合
併
し
て
「
女
俳や

く
し
や優

の
大お

ゝ
し
ば
い

芝
居
」
に
す
る
つ
も
り
だ
が
、
未
だ
九
女
八

も
旅
行
中
で
あ
り
名
古
屋
の
連
中
も
揃
わ
な
い
の
で
、
到
着
ま
で
休
業
し
て

は
い
け
な
い
と
今
迄
の
東
京
連
で
興
行
中
、
と
の
記
事
が
あ
る
。
次
の
狂
言

に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
り
、
十
月
二
十
五
日
よ
り
の
興
行
の
演
目
と
一
致
す

る
。

●
十
月
二
十
五
日
よ
り
　
九
女
八
、
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
に
出
演
。

番
付
未
見
。
初
日
は
十
月
二
十
六
日
付
『
東
京
さ
き
が
け
』
よ
り
。

�「
恋
女
房
染
分
手
綱
」、「
松
竹
梅
結
願
懸
額
」（
八
百
屋
お
七
、「
お
土
砂
」）、

「
戻
り
駕
」（『
上
演
年
表
』『
配
役
総
覧
』）。
役
割
不
明
。

■�

三
代
目
沢
村
田
之
助
の
姉
で
、
助
高
屋
高
助
の
妹
で
あ
る
奥
田
お
て
う
が
沢

村
寒
菊
の
名
で
初
出
演
し
、
朝
顔
日
記
宿
屋
の
段
で
御
目
見
得
、
小
姓
吉
三

も
勤
め
た
と
い
う
（『
近
代
日
本
芸
能
年
表
』
三
九
頁
、
十
月
二
十
五
日
付

『
有
喜
世
』）。
な
お
、
奥
田
お
て
う
（
記
事
に
よ
り
「
お
む
ら
」
と
も
）
は
、

子
供
の
頃
か
ら
踊
り
が
よ
く
で
き
、
九
女
八
に
女
役
者
に
な
る
こ
と
を
勧
め

ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
こ
と
を
報
じ
る
記
事
に
は
「
東
京
女
俳や

く
し
や優

の
隊
長
岩

井
粂
八
」
か
ら
勧
め
ら
れ
た
と
あ
る
（
八
月
九
日
付
『
有
喜
世
』）。
こ
の
時

点
で
九
女
八
は
「
隊
長
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
女
役
者
の
中
で
の
位
置
付

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
興
行
に
は
名
古
屋
か
ら
市
川
小
松
・
嵐
小
寅
が
加
入

し
た
と
い
う
（
十
一
月
十
九
日
付
『
有
喜
世
』）。な
お
沢
村
寒
菊
に
つ
い
て
、

明
治
十
二
年
九
月
十
一
日
付
『
安
都
満
』
は
、
こ
の
出
演
は
思
惑
通
り
に
も

当
た
ら
な
か
っ
た
、
と
報
じ
て
い
る
。

●
十
一
月
二
十
八
日
よ
り
　
九
女
八
、
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
出
演
。

�

番
付
未
見
。
以
下
、
初
日
、
演
目
、
配
役
と
も
、『
上
演
年
表
』『
配
役
総
覧
』

に
よ
る
。

「
苅か

る

萱か
や

桑ど
う

門し
ん

筑つ
く

紫し
の

𨏍い
え
づ
と」、「

恋
飛
脚
大
和
往
来
」、「
嫗

こ
も
ち

山や
ま
ん
ば姥

」。

�
橋
立
＝
九
女
八
（
粂
八
）、
監
物
太
郎
・
亀
屋
忠
兵
衛
・
孫
右
衛
門
・
坂
田

蔵
人
＝
小
松
、
治
右
衛
門
・
お
歌
＝
政
吉
、
新
洞
左
衛
門
・
八
重
桐
＝
芝
佐

吉
、
夕
し
で
・
梅
川
＝
辰
次
、
女
之
助
・
義
弘
・
お
え
ん
＝
力
代
、
丹
波
屋
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八
右
衛
門
・
太
田
十
郎
＝
佐
登
吉
、
牧
の
方
＝
佐
久
吉
、
桜
木
＝
銀
之
助
、

忠
三
郎
嬶
＝
小
寅
、
沢
瀉
姫
＝
政
八
、
白
菊
＝
釻
菊
。

■�

九
女
八
は
「
苅
萱
桑
門
筑
紫
𨏍
」
に
お
け
る
監
物
太
郎
の
妻
「
橋
立
」
一
役

で
あ
る
。「
嫗
山
姥
」
で
坂
田
時
行
の
妹
白
菊
を
演
じ
た
「
釻
菊
」
と
は
、

前
興
行
に
出
演
し
た
「
沢
村
寒
菊
」
と
思
わ
れ
る
。

〇
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）　
三
十
四
～
三
十
六
歳

九
女
八
の
動
向
は
四
月
ま
で
不
明
。

▽
一
月
八
日
よ
り
　
本
所
緑
町
・
寿
座
に
て
女
芝
居
。

�

絵
本
番
付
あ
り
（
演
博
所
蔵
、
ロ23-17-263
、
日
付
は
明
治
十
二
年
一
月

八
日
）。
初
日
は
絵
本
番
付
に
よ
る
。

�「
奥

お
う
し
ゅ
う州

安あ
だ
ち
が達

原は
ら

」、「
御お

と
ぎ伽

草ぞ
う
し紙

百ひ
ゃ
く
も
の物

語が
た
り」、

中
幕
「
対
面
」、
大
切
浄
瑠
璃

「
忍
し
の
ぶ
よ
る
こ
い
は
く
せ
も
の

夜
恋
曲
者
」。

�

善
知
鳥
文
治
・
貞
任
・
岩
手
・
曽
我
の
五
郎
・
桑
名
屋
徳
兵
衛
・
新
居
の
彦

五
郎
・
十
兵
衛
・
光
圀
＝
鶴
枝
、
宗
任
・
鎌
倉
権
五
郎
・
工
藤
祐
経
・
中
川

右
膳
ほ
か
＝
衛
門
、
袖
萩
・
恋
絹
・
大
磯
の
虎
・
峯
吉
・
滝
夜
叉
＝
富
士

仙
、
お
谷
・
八
幡
太
郎
・
新
羅
三
郎
・
曽
我
の
十
郎
・
妲
己
の
お
百
ほ
か
＝

吉
次
、
浜
夕
・
舞
鶴
・
お
熊
ほ
か
＝
直
吉
、
傔
杖
＝
梅
吉
、
生
駒
之
助
・
化

粧
坂
の
少
将
＝
佐
久
二
、
敷
妙
＝
寿
之
次
、
お
君
・
環
宮
＝
清
吉
、
片
田
金

五
郎
＝
仲
次
、
秋
田
小
僧
重
吉
ほ
か
＝
金
八
、
そ
の
他
省
略
（
絵
本
番
付
）。

□�

十
二
年
一
月
四
日
付
『
安
都
満
』
に
よ
れ
ば
坂
東
鶴
枝
・
同
吉
次
・
同
直

吉
・
柏
木
衛
門
・
中
村
富
士
松
ら
、
初
日
は
一
月
五
日
（『
近
代
日
本
芸
能

年
表
』
上
、
四
十
頁
参
照
）。
鶴
枝
、
吉
次
、
直
吉
は
『
安
都
満
』
で
は
坂

東
姓
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
十
一
年
四
月
に
新
橋
外
の
寄
席
木
村
亭
に
出

て
い
た
藤
村
姓
の
三
人
か
。

▽
一
月
十
六
日
～
二
月
十
日
　
芝
新
堀
町
・
栄
升
座
に
て
女
芝
居
。

�

辻
番
付
あ
り
（
演
博
所
蔵
、
ロ22-63-42

、
日
付
は
明
治
十
二
年
一
月
七
日
）。

初
日
は
一
月
十
七
日
付
『
安
都
満
』、
千
秋
楽
は
二
月
四
日
付
同
紙
に
よ
る
。

『
近
代
日
本
芸
能
年
表
』
四
十
頁
。

�「
魁

さ
き
が
け

曽そ
が
つ
く
し
の
し
ら
ぬ
い

我
西
国
白
縫
」、
浄
瑠
璃
上
「（
曽
我
の
対
面
）」、
下
「
蝶

ち
ょ
う
ち
ど
り鵆

開か
い
か化

盃さ
か
ず
き」。

�

鳥
山
豊
後
之
助
・
漁
師
鰭
九
郎
・
鷲
津
の
七
郎
・
雪
岡
多
太
夫
・
鬼
王
新
左

衛
門
＝
岩
井
金
太
郎
、
雪
岡
冬
次
郎
・
若
徒
真
平
後
に
漁
師
浪
六
・
鳥
山
犬

千
代
後
に
秋
作
照
忠
・
曽
我
の
五
郎
・
豊
年
踊
り
・
頼
朝
公
＝
政
吉
、
青
柳

春
之
助
・
若
菜
姫
・
秋
篠
・
工
藤
祐
経
＝
芝
佐
吉
、
菊
池
貞
行
・
鷲
津
の
六

郎
・
亀
谷
多
門
之
助
・
曽
我
の
十
郎
・
ま
い
玉
売
り
＝
清
吉
、
七
草
官
丁

礼
・
大
友
刑
部
宗
連
・
漁
師
鮫
蔵
・
近
江
の
小
藤
太
＝
佐
登
吉
、
そ
の
他
省

略
（
辻
番
付
）。

□�

座
頭
は
西
川
政
吉
、「
奴
凧
」
に
て
岩
井
佐
登
吉
が
宙
乗
り
を
し
た
と
い
う

（
一
月
十
一
日
付
『
安
都
満
』）。
対
面
の
場
で
は
五
人
の
芸
者
が
ほ
め
詞
を

述
べ
た
よ
う
だ
（
一
月
二
十
九
日
付
『
郵
便
報
知
』）。
場
所
が
よ
く
な
い
た

め
客
足
が
少
な
く
、
芝
神
明
富
士
仙
間
の
境
内
へ
移
転
願
い
を
出
し
た
と
い

う
（
一
月
二
十
五
日
付
『
東
京
絵
入
』）。
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図2　明治12年4月15日桐座辻番付（早稲田大学演劇博物館所蔵　ロ22-63-46）

図3-1�　明治12年4月16日桐座絵本番付　「噂高橋姦婦小伝」の部分〈1丁裏～2丁表〉（早稲田大学演劇博物
館所蔵　ロ24-13-120）
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●�

四
月
十
六
日
～
五
月
十
三
日
カ
　
九
女
八
、四
谷
荒
木
町
・
桐
座
へ
出
演
。

図
２
・
図
３
参
照
。

�

辻
番
付
（
演
博
所
蔵
、
ロ22-63-46

）、
絵
本
番
付
（
演
博
所
蔵
、
ロ18-28-

2A

、
ロ23-9-6

、
ロ24-13-12（

、
全
て
同
版
）。
初
日
は
四
月
十
七
日
付
『
東

京
』、
千
秋
楽
は
五
月
十
三
日
付
『
か
な
よ
み
』
に
よ
る
。『
近
代
日
本
芸
能

年
表
』
四
一
頁
。

�「
伊だ

て

く

ら

べ

お

く

に

か

ぶ

き

達
競
阿
国
戯
場
」、「
噂う

わ
さ
も
た
か
は
し
か
ん
ぷ
の
し
ょ
う
で
ん

高
橋
姦
婦
小
伝
」
四
幕
、
浄
瑠
璃

「
二に

に
ん
ど
う
じ
ょ
う
じ

人
道
成
寺
」。

�
仁
木
弾
正
正
則
・
俳
諧
師
其
角
実
は
土
手
の
道
哲
・
沼
田
の
家
老
室
ヵ
瀬
丹

右
衛
門
・
浪
之
助
女
房
お
伝
・
渋
谷
小
左
衛
門
＝
九
女
八
（
岩
井
粂
八
）、

足
利
頼
兼
・
政
岡
・
細
川
勝
元
・
尚
古
堂
松
斎
・
差
配
人
重
郎
兵
衛
カ
＝
市

図3-2　図3-1のつづき�〈2丁裏～裏表紙見返し〉（早稲田大学演劇博物館所蔵　ロ24-13-120））

図3-3�　図3-2のつづき�〈裏表紙〉（早稲田大学演劇
博物館所蔵　ロ24-13-120）
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川
小
松
、
絹
川
吉
蔵
・
八
汐
・
鬼
清
吉
・
判
人
善
六
・
巾
着
切
鎌
鼬
市
松
＝

清
吉
、
渡
辺
民
部
・
栄
御
前
・
高
橋
浪
之
助
・
土
方
人
足
七
助
＝
力
代
、
傾

城
高
尾
太
夫
・
沖
の
井
・
源
次
女
房
お
と
り
・
道
落
者
正
苅
の
金
太
＝
辰

次
、
男
之
助
妹
松
島
・
土
方
人
足
隣
蔵
・
合
長
屋
の
女
房
お
よ
し
・
新
造
高

綾
＝
釻
菊
、
そ
の
他
省
略
。

�「
二
人
道
成
寺
」
は
岩
井
清
吉
・
沢
村
釻
菊
・
市
川
小
松
・
坂
東
辰
次
・
岩

井
粂
八
（
辻
番
付
）。

■�

上
野
国
利
根
郡
下
牧
村
（
現
・
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
）
出
身
の
高
橋

お
伝
は
、明
治
九
年
八
月
二
十
七
日
に
浅
草
蔵
前
の
旅
籠
屋
丸
竹
で
起
き
た
、

古
着
商
後
藤
吉
蔵
殺
人
事
件
の
犯
人
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
明
治
十
二
年
一
月

三
十
一
日
に
処
刑
さ
れ
た
。
明
治
期
の
い
わ
ゆ
る
「
毒
婦
」
と
し
て
最
も
有

名
な
存
在
で
あ
る
。
斬
罪
の
の
ち
、
各
新
聞
は
こ
ぞ
っ
て
お
伝
の
話
を
報
じ

た
。
ま
た
、
お
伝
を
題
材
と
し
た
合
巻
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
岡
本
勘
造
（
起
泉
）
著
・
吉
川
春
涛
閲
・
桜
斎
房
種
画
『
其
名
も
高

橋
毒
婦
の
小
伝
　
東
京
奇
聞
』（
全
七
編
、
明
治
十
二
年
二
月
～
四
月
、
島

鮮
堂
刊
）
12
（

）
と
、
仮
名
垣
魯
文
著
・
守
川
周
重
画
『
高た

か
は
し
お
で
ん
や
し
ゃ
も
の
が
た
り

橋
阿
伝
夜
叉
譚
』（
全

八
編
、
明
治
十
二
年
二
月
～
四
月
、
金
松
堂
刊
）
で
あ
る
。
四
月
の
桐
座
の

公
演
は
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
高
橋
お
伝
を
劇
化
上
演
し
た
も
の
で
あ
る
。
五

代
目
尾
上
菊
五
郎
が
お
伝
を
演
じ
た
新
富
座
の
「
綴

と
じ
あ
わ
せ
お
で
ん
の

合
於
伝
仮か

な
が
き

名
書
」（
河

竹
黙
阿
弥
作
）
は
、
桐
座
よ
り
約
一
か
月
半
遅
れ
、
五
月
二
十
九
日
が
初
日

で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
ム
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
氏
の
平
成
十
年
度
歌
舞
伎
学
会
秋
季
大

会
に
お
け
る
研
究
発
表
「
明
治
期
歌
舞
伎
に
お
け
る
毒
婦
造
型
―
『
噂
高
橋

姦
婦
小
伝
』『
綴
合
於
伝
仮
名
書
』
を
中
心
に
―
」（
一
九
九
八
年
十
二
月

十
三
日
、
於
共
立
女
子
大
学
、
発
表
資
料
Ｂ
４
版
計
七
枚
）
は
、
岡
本
起
泉
、

魯
文
の
合
巻
と
、
桐
座
、
新
富
座
で
の
劇
化
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
も
の

で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
桐
座
の
上
演
内

容
が
新
富
座
に
比
較
し
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
重
要
な
論
点
で

あ
る
が
、
詳
し
く
検
討
す
る
準
備
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と

と
す
る
。

�

　
台
帳
は
、
ダ
ラ
ム
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
西
貞
行
発
行
の
活
字

本
『
演
劇

脚
本

噂
高
橋
姦
婦
小
伝
』（
明
治
二
十
九
年
三
月
刊
、
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
）
の
中
に
二
幕
目
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
頭
書
は
役
名
で
あ
る
。

ま
た
、
演
博
に
「
明
治
十
四
年
初
夏
吉
辰
」
の
年
記
が
あ
る
再
演
の
台
帳
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
ロ16-761

）。
活
字
本
と
再
演
台
帳
の
内
容
は
、
ダ
ラ

ム
氏
に
よ
れ
ば
ほ
ぼ
同
じ
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
上
演
年
表
』
に
よ
れ
ば
、

確
か
に
明
治
十
四
年
六
月
に
浄
瑠
璃
座
で
九
女
八
一
座
に
よ
る
「
高
橋
お
で

ん
」
の
興
行
が
あ
る
。
内
容
の
詳
細
な
検
討
は
後
日
と
す
る
が
、
台
帳
は
写

本
、
横
本
一
冊
、
全
部
で
五
冊
の
台
帳
を
合
綴
し
た
も
の
で
、
各
表
紙
に
「
明

治
十
四
年
初
夏
吉
辰
／
其
名
高
橋
毒
婦
伝
／
本
主
　
西
川
仲
次
」
と
あ
り
、

場
名
が
記
さ
れ
る
。
頭
書
は
役
名
。
表
紙
等
を
含
め
な
い
本
文
は
全
部
で

七
十
丁
半
。
場
割
は
『
演
劇

脚
本

噂
高
橋
姦
婦
小
伝
』
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。
大

序
「
上
野
国
下
牧
村
高
橋
内
の
場
／
同
梁
田
在
藤
川
村
幸
正
寺
の
場
／
同
尚

古
堂
筆
学
所
松
斎
内
の
場
／
同
村
境
庚
申
墳
松
斎
殺
し
の
場
」、二
幕
目
「
源

次
住
居
身
売
の
場
／
甲
州
柳
町
桜
屋
の
場
／
信
州
路
金
沢
峠
の
場
／
台
ヶ
原

駅
安
泊
の
場
」、
二
幕
目
奥
「
甲
斐
国
山
道
谷
間
の
場
」、
三
幕
目
「
横
浜
野

毛
町
裏
川
岸
の
場
／
同
花
咲
町
於
島
住
居
の
場
／
同
裏
長
屋
浪
之
助
借
家
の
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場
／
同
太
田
村
赤
門
寺
門
前
の
場
／
同
三
途
川
於
欲
住
居
の
場
」、
四
幕
目

「
築
地
寒
さ
橋
待
合
茶
屋
の
場
／
浅
草
蔵
前
旅
籠
屋
の
場
／
新
栄
町
馬
場
先

の
場
」、
大
詰
「
裁
判
所
言
渡
し
の
場
」。
絵
本
番
付
の
場
割
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、
大
詰
は
、
絵
本
番
付
で
は
「
大
切
　
市
ヶ
谷
御
仕
置
之
場
」
と
あ

り
、
処
刑
の
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

�

　
九
女
八
の
お
伝
の
演
技
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
は
未
詳
だ
が
）
13
（

、
芝
居

の
評
判
は
良
か
っ
た
（「
例
の
女
俳や

く
し
や優

の
高
橋
お
伝
が
評
判
よ
く
大
入
で
有

り
ま
す
」（『
劇
場
新
報
』
二
十
七
号
〔
五
月
五
日
〕））。「
伝
聞
記
（
一
）」

に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　�

粂
八
さ
ん
の
お
伝
は
大
変
な
評
判
で
大
入
だ
っ
た
の
で
す
。
尤
、
団
十

郎
の
口
上
番
附
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
人
気
を
と
っ
た
の
だ
ら
う
と

も
い
ふ
こ
と
で
し
た
。

�「
団
十
郎
の
口
上
番
附
」
は
『
歌
舞
伎
新
報
』（
十
一
号
〔
四
月
二
十
六
日
〕）

に
も
見
え
、
四
月
十
三
日
付
『
か
な
よ
み
』
に
は
「
旧
縁
に
よ
つ
て
団
十
郎

が
口
上
看
板
を
書
き
」と
あ
る
。ま
た
、四
月
十
七
日
付
『
安
都
満
』で
は
「
又

市
川
団
州
が
師
弟
の
因

ち
な
み

で
お
礼
の
口こ

う

誼せ
う

も
有
升
か
ら
、
諸み

な
さ
ん客

行
て
お
遣や

ん

な
さ

い
」
と
あ
る
。「
旧
縁
」
や
「
師
弟
の
因
」
と
は
誰
の
こ
と
な
の
か
。
姓
の

同
じ
市
川
小
松
の
こ
と
か
。
図
２
の
辻
番
付
の
左
端
に
「
乍
憚
」
と
い
う
文

字
と
口
上
の
一
部
が
見
え
る
が
、
残
念
な
が
ら
切
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に

九
代
目
団
十
郎
の
口
上
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
団
十
郎
の
口
上
ま
で
用

意
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
相
当
に
力
を
入
れ
て
準
備
し
た
興
行
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
ま
た
、
仮
名
垣
魯
文
に
よ
る
「
仮
文
記
珍
報
　
劇し

ば
ゐ場

客
物
語
」

の
「
客
物
語
第
一
齣
　
劇し

ば
ゐ場
を
丸
呑
に
す
る
眼が

ん

張ば
り

入
道
」（『
歌
舞
伎
新
報
』

十
二
号
〔
五
月
三
日
〕）
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

　
　�

オ
ツ
ト
忘
れ
た
、
四
ツ
谷
の
桐
座
か
ら
も
岩
井
粂
八
が
わ
ざ
〳
〵
桜
田

治
助
を
使
ひ
に
よ
こ
し
て
、
今
度
の
高
橋
お
伝
を
是
非
看
て
呉
ろ
と
請

待
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
女
芝
居
の
見
物
も
大お

と
な
げ

人
気
ね
へ
か
ら
是
も
お
止や

め

サ

�「
眼
張
入
道
」
が
誰
を
指
す
か
は
不
明
だ
が
、
劇
通
を
風
刺
し
た
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。実
際
に
右
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
興
味
深
い
。

こ
の
桜
田
治
助
は
四
代
目
で
あ
る
。
治
助
は
明
治
九
年
ま
で
は
狂
言
作
者
と

し
て
新
富
座
に
勤
め
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
、『
市
覇
威
新
聞
』、『
諸
芸
新

聞
』（
十
三
年
創
刊
）
の
編
集
を
し
て
い
る
。
桐
座
の
興
行
に
も
関
わ
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
14
（

。
ま
た
「
女
芝
居
の
見
物
も
大
人
気
ね
へ
」と
い
う
、

女
芝
居
に
対
す
る
見
方
の
一
端
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
女
芝
居
を
ま

と
も
な
芝
居
と
し
て
は
み
な
さ
な
い
態
度
で
あ
る
。

�

　
と
こ
ろ
で
、
再
演
台
帳
の
中
に
、
当
時
の
九
女
八
に
つ
い
て
う
か
が
え
る

楽
屋
落
ち
を
見
つ
け
た
の
で
引
用
す
る
。
三
幕
目
「
太
田
町
三
づ
川
の
場
）
15
（

」

で
、
お
伝
の
愛
人
鎌
鼬
の
市
松
（「
市
」
と
表
記
）
と
お
伝
と
が
話
し
て
い

る
場
面
で
あ
る
。「
四
ッ
谷
の
芝
居
」
が
出
て
来
る
の
で
、
こ
こ
は
初
演
台

帳
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
初
演
に
お
い
て
お
伝
は
九
女
八
、
市
松
は
清
吉
が

演
じ
て
い
る
。
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で
ん
　
市
さ
ん
お
ま
ゑ
も
芝
居
が
出
来
る
の
か
へ
。

　
　
市
　�

そ
ふ
じ
や
ア
ね
へ
が
、
お
れ
も
芝
居
が
好
き
だ
か
ら
、
ほ
う
〴
〵

え
い

〔
行
〕
つ
て
見
る
の
よ
。

　
　
で
ん
　
夫
じ
や
ア
東
京
の
四
ツ
谷
の
芝
居
も
見
に
お
出
だ
ろ
ふ
ね
。

　
　
市
　
此
間
お
れ
が
見
に
い
つ
た
時
は
ま
だ
は
じ
ま
ら
な
か
つ
た
。

　
　
で
ん
　�

此
頃
は
じ
ま
つ
た
と
い
ふ
事
だ
か
ら
、
私
も
見
に
行
た
い
け
れ

ど
、
大
き
ら
い
ナ
役
者
が
有
か
ら
。

　
　
市
　
そ
ふ
し
て
お
め
へ
だ
れ
が
き
ら
い
だ
。

　
　
で
ん
　
あ
の
粂
八
と
い
ふ
役
者
が
サ
。

　
　
市
　
お
め
へ
は
き
ら
い
か
。
お
れ
は
大
ひ
い
き
だ
ぜ
。

　
　
で
ん
　
あ
ん
な
も
の
ヲ
。

　
　
市
　�

あ
ん
ナ
物
と
い
つ
て
女
役
者
じ
や
ア
東
京
ひ
ろ
し
と
い
ふ
か
日
本

国
中
で
女
は〔

俳

優

〕

い
ゆ
う
の
市
川
団
十
郎
だ
ぜ
。

　
　
で
ん
　
な
り
田
屋
と
く
ら
べ
物
に
な
る
物
か
ね
。

　
　
市
　
そ
り
や
ア
そ
ふ
だ
ろ
ふ
が
、
た
と
へ
に
い
つ
た
の
よ
。

　
　
で
ん
　�

夫
で
も
ふ
だ
ん
病
し
ん
で
、
わ
づ
ら
つ
ち
や
ア
出
な
い
か
ら
、

い
や
ナ
役
者
サ
。

　
　
市
　�

そ
り
や
ア
も
つ
た
る
病
、じ
ぶ
ん
の
す
き
で
わ
づ
ら
い
も
し
め
へ
。

せ〔

清

正

公

〕

い
し
よ
ふ
こ
う
の
よ
ふ
な
人
で
も
病
イ
に
は
か
な
わ
ね
へ
。

　
　
で
ん
　�

そ
れ
は
ど
ふ
で
も
い
ゝ
け
れ
ど
、久
し
く
芝
居
も
見
ね
へ
か
ら
、

つ
れ
て
い
つ
て
見
せ
て
お
く
れ
な
。

　
　
市
　
ぜ
ひ
此
頭
に
つ
れ
て
行
か
ら
、
た
の
し
み
に
し
て
い
ね
へ
。

　
　
で
ん
　
ほ
ん
と
う
か
へ
、
う
れ
し
い
ね
へ
。

�「
白
浪
五
人
男
」
の
浜
松
屋
の
場
で
、
お
嬢
様
に
扮
し
た
弁
天
小
僧
が
贔
屓

の
役
者
を
番
頭
に
問
わ
れ
、
自
分
自
身
の
こ
と
は
「
大
嫌
い
じ
ゃ
わ
い
な

あ
」
と
言
っ
て
笑
い
を
取
る
の
と
同
じ
趣
向
の
場
面
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

場
面
で
九
女
八
は
〝
女
俳
優
の
市
川
団
十
郎
〟
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前
出
四

月
十
七
日
付
『
安
都
満
』に
は
「
今
度
は
三
府
第
一
等
の
女
俳
優
岩
井
粂
八
、

市
川
小
松
を
始
め
、東
京
名
古
屋
有
名
の
者
が
新
狂
言
を
取
仕
組
」
と
あ
る
。

の
ち
に
「
女
団
洲
」
と
、
九
代
目
団
十
郎
に
譬
え
ら
れ
賞
賛
さ
れ
た
九
女
八

へ
の
見
方
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
お
伝
の
せ
り

ふ
か
ら
は
、
九
女
八
が
病
気
の
た
め
に
芝
居
を
休
む
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
消
息
が
追
え
な
い
時
期
の
九
女
八
は
病
に
苦
し
ん
で
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

●�

五
月
十
五
日
以
降
、
日
不
明
　
九
女
八
、
横
浜
羽
衣
町
・
下
田
座
佐
の
松
に

出
演
。

番
付
未
見
。
日
に
ち
の
推
定
は
五
月
十
二
日
付
『
東
京
』
に
よ
る
。

「
高
橋
お
伝
」。

お
伝
＝
九
女
八
（
粂
八
）。

■�

岩
井
粂
八
の
高
橋
お
伝
大
入
り
。「
金
方
は
大
儲
け
」（
五
月
二
十
二
日
付

『
か
な
よ
み
』）。

●
六
月
三
日
よ
り
　
九
女
八
、
横
浜
羽
衣
町
・
下
田
座
佐
の
松
に
出
演
。

番
付
未
見
。
六
月
三
日
付
『
か
な
よ
み
』
に
よ
る
。
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
三
）

「
四
ッ
谷
怪
談
」、「
七
変
化
の
所
作
事
」。

�
お
岩
・
小
平
・
与
茂
七
＝
九
女
八
（
粂
八
）、
七
変
化
は
小
松
と
清
吉
に
よ

る
。

■
九
女
八
は
外
国
人
に
も
好
評
で
、
座
敷
に
招
か
れ
た
と
い
う
。

　
　�

難な
ん

で
も
女
で
な
け
れ
ば
助す

け
ば
い
れ
ん

倍
連
を
と
り
留
る
訳
に
は
行ゆ
き

ま
せ
ん
。（
中

略
）
取
わ
け
て
粂
八
が
女

を
ん
な
ぶ
り振

に
赤
あ
か
な
ま
づ

鯰
（
外
国
人
）
が
替
る
〴
〵
楽
屋
へ

入い

り
込こ

み

、
弗ど

る銀
の
纒は

な頭
を
蒔
ち
ら
し
大
当
込
み
で
、
打
出
す
と
芝
居
前

の
紀
の
国
や
大
万
、
武
蔵
屋
あ
た
り
か
ら
引
も
切
ず
に
口
が
か
ゝ
り
、

赤せ
き

髯ぜ
ん

の
鼻び

か下
長
者
が
頻
り
と
招
ぐ
が
粂
八
も
さ
る
者
、
殊
に
外
国
人
の

お
座
敷
へ
は
一い

つ
せ
つ切

出
な
い
と
、
お
遣
ひ
も
の
ゝ
胡ご

ま麻
菓く

わ

子し

で
追お

つ

ぱ
ら
ひ

ゆ
ゑ
、
殊
に
実み
い
り入
は
充
分
で
金
方
も
損
な
し
（
六
月
三
日
付
『
か
な
よ

み
』）

�

桐
座
の
次
期
も
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
が
、
結
局
九
女
八
は
桐
座
に
は

戻
ら
な
か
っ
た
。
噂
さ
れ
て
い
た
狂
言
は
、「
由
井
正
雪
」
と
「
伯
円
子
が

作
の
合
巻
伊
香
保
土
産
の
関
口
文
七
」（
五
月
十
三
日
付
『
か
な
よ
み
』）、

「
天
神
記
」（
五
月
十
六
日
付
『
読
売
』）、「
天
神
記
」
と
「
浄
瑠
理
三
ツ
人

形
の
引
抜
」（
五
月
十
六
日
付
『
東
京
絵
入
』）、「
熊
野
霊
験
小
栗
街
」
と

「
筥
根
霊
現
躄
仇
討
　
筥
根
山
の
段
」（
六
月
十
四
日
付
『
有
喜
世
』）。
し
か

し
何
か
悶
着
が
あ
り
、
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
（
六
月
十
八
日
付

『
安
都
満
』）。

●
九
月
　
九
女
八
、
山
梨
県
甲
府
桜
町
・
三
井
座
に
出
演
か
。

番
付
未
見
。『
歌
舞
伎
新
報
』
三
十
四
号
（
九
月
十
四
日
）。

「
苅
萱
」、「
八
百
屋
お
七
」（
役
割
不
明
）。

■�

同
じ
く
甲
府
の
亀
屋
座
で
、
市
川
団
升
の
一
座
が
一
番
目
に
「
ひ
ら
が
な
盛

衰
記
」、
二
番
目
に
「
和
国
橋
の
藤
次
」
を
上
演
、
ま
た
一
條
町
で
は
尾
上

芙
雀
と
尾
上
尾
上
右
衛
門
が
「
苅
萱
の
山
の
段
」「
柳
沢
」「
千
両
の
ぼ
り
」

を
上
演
、「
然
し
粂
八
の
外
は
見
物
不
入
と
の
報
知
あ
り
」（『
歌
舞
伎
新
報
』

三
十
四
号
）。
た
だ
し
、
甲
府
の
新
聞
『
峡
中
新
報
』
七
月
～
九
月
分
に
九

女
八
の
公
演
の
記
事
は
見
当
た
ら
ず
不
審
。
さ
ら
に
調
査
を
要
す
。
三
井
座

は
三
井
与
平
に
よ
っ
て
甲
府
桜
町
二
丁
目
（
現
・
甲
府
市
中
央
一
丁
目
）
に

建
設
さ
れ
、
明
治
九
年
八
月
に
開
場
し
た
芝
居
小
屋
で
あ
る
。
甲
府
で
は
江

戸
時
代
以
来
、
亀
屋
座
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
三
井
座
の
舞
台
開
き
に
は
四

代
目
中
村
芝
翫
や
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
ら
が
出
演
し
、
亀
屋
座
に
遜
色
の
な

い
劇
場
で
あ
っ
た
（
福
岡
哲
司
『
近
代
山
梨
の
光
と
影
』
山
日
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
二
〇
〇
六
年
、
一
七
五
─
一
九
五
頁
参
照
）。
九
月
以
降
の
九
女
八

の
動
向
に
つ
い
て
は
未
詳
。

【
付
記
】

図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
新
聞
紙
・
雑
誌
の
閲
覧
に
関
し
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
お

よ
び
国
立
国
会
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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注（
１
）�「
年
譜
稿
（
二
）」
発
表
後
に
、
倉
田
喜
弘
氏
よ
り
、
明
治
三
十
三
年
三
月
の
『
時
事

新
報
』
に
「
女
優
市
川
九
女
八
」
と
題
す
る
九
女
八
の
談
話
が
連
載
さ
れ
た
こ
と
を

ご
教
示
い
た
だ
い
た
（
三
月
四
、五
、九
、十
～
十
二
、十
四
、十
六
日
付
同
紙
）。
お
狂

言
師
の
こ
と
や
、
旅
芝
居
で
の
出
来
事
、「
道
成
寺
」「
関
の
扉
」「
勧
進
帳
」
な
ど

に
つ
い
て
の
芸
談
が
語
ら
れ
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
参
照
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。

（
２
）�

調
査
対
象
と
す
る
新
聞
紙
に
つ
い
て
は
倉
田
喜
弘
『
明
治
の
演
芸
（
二
）』（
国
立
劇

場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
３
）�「
年
譜
稿
（
一
）」
で
は
九
女
八
の
生
年
を
一
八
四
四
年
か
ら
一
八
四
六
年
ご
ろ
と
推

定
し
た
。
そ
の
た
め
、
九
女
八
の
年
齢
の
表
記
に
ゆ
れ
が
あ
る
。

（
４
）�

民
谷
（
小
川
）
弥
平
太
の
お
岩
稲
荷
に
関
し
て
は
何
か
と
問
題
が
あ
り
し
ば
し
ば
報

道
さ
れ
て
い
る
。
十
一
年
六
月
十
一
日
付
『
東
京
曙
』、
十
一
年
七
月
二
日
付
『
有

喜
世
』
ほ
か
。

（
５
）�

藤
村
鶴
枝
（1856-

？
）
は
藤
間
流
の
流
れ
を
汲
む
踊
り
の
藤
村
派
の
家
元
で
、
明

治
後
期
ま
で
女
役
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
（
杉
浦
善
三
『
女
優
か
ゞ
美
』
杉
浦
出

版
部
、
一
九
一
二
年
）。
同
書
に
よ
れ
ば
吉
次
は
妹
と
い
う
。
鶴
枝
は
十
六
歳
（
明

治
四
年
か
）
か
ら
一
座
を
組
織
し
座
頭
と
な
り
実
父
が
太
夫
元
と
な
っ
て
全
国
を

廻
っ
た
と
い
う
。『
芸
能
の
文
明
開
化
』
三
三
〇
─
三
三
一
頁
に
は
、
明
治
十
三
年

三
月
、
鶴
枝
ら
が
神
奈
川
県
南
多
摩
郡
一
ノ
宮
村
（
現
・
多
摩
市
）
の
小
野
神
社
で

興
行
し
た
時
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
６
）�

羽
賀
茂
七
は
、
明
治
九
年
か
ら
十
年
一
月
に
か
け
本
所
緑
町
に
あ
っ
た
官
許
劇
場
常

盤
座
の
座
主
を
し
て
お
り
（
演
博
所
蔵
「
明
治
十
二
年
各
座
書
上
」
イ13-145-c

）、

芸
者
堀
の
小
万
（
お
み
つ
）
と
何
ら
か
関
係
が
あ
っ
た
（
十
一
年
三
月
九
日
付
『
有

喜
世
』）。
お
み
つ
は
「
島
原
の
座
元
」（
新
富
座
座
元
守
田
勘
弥
か
）
に
も
頼
ん
で

「
東
と
う
け
い
を
ん
な

京
女
演し
ば
い劇
の
大た
ゆ
ふ
も
と

夫
元
」
を
願
い
出
て
い
た
と
い
う
（
同
紙
）。
お
み
つ
の
弟
は
、

九
女
八
ら
女
役
者
の
旅
芝
居
の
座
元
を
し
て
い
た
と
い
う
（『
芸
能
の
文
明
開
化
』

三
二
六
頁
参
照
）。

（
７
）�

絵
本
番
付
に
異
版
あ
り
。
演
博
所
蔵
ロ23-13-2A

お
よ
び
ロ23-13-2F

。
こ
の
二

点
は
同
版
で
、
日
付
は
明
治
十
一
年
四
月
三
日
、
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
場
面
の
順

番
が
ロ23-17-248

と
異
な
る
。

（
８
）�

五
月
三
十
日
付
『
朝
野
』
に
は
「
今
三
十
日
よ
り
始
ま
り
」
と
あ
る
。
番
付
の
日
付

を
と
っ
た
。

（
９
）�

小
宮
麒
一
氏
『
上
演
年
表
』
に
は
、「
他
に
資
料
の
無
い
興
行
に
の
み
記
載
」
と
さ

れ
る
「
国
立
劇
場
所
蔵
辻
番
付
複
写
」
が
典
拠
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
以
下
、『
上

演
年
表
』
を
参
照
し
た
明
治
十
一
年
の
栄
升
座
の
興
行
に
関
し
て
は
同
様
。
こ
の
資

料
は
未
見
。

（
1（
）�

拙
著
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
―
小
芝
居
の
時
代
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇

年
）、
一
八
六
頁
。

（
11
）�

注
（1）
前
掲
「
女
優
市
川
九
女
八
」（
十
一
）（
明
治
三
十
三
年
三
月
十
日
付
『
時
事
新

報
』）。

（
12
）�『
東
京
新
聞
』
で
も
連
載
さ
れ
た
。
十
二
年
二
月
一
日
～
五
月
六
日
。

（
13
）�

五
月
十
二
日
付
『
東
京
』
に
は
「
序
幕
の
藤
川
村
庚
申
塚
の
場
、
お
伝
が
尚
古
堂
松

斎
の
殺
し
は
中
々
の
大
出
来
」
と
あ
る
が
、
や
は
り
演
技
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

（
14
）�

四
代
目
治
助
に
つ
い
て
、
前
掲
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
』
一
八
一
―
一
八
二
頁
に

述
べ
た
。

（
15
）�

第
三
幕
目
の
冊
子
の
う
ち
、
本
文
十
五
丁
裏
に
記
載
さ
れ
た
部
分
。

市川九女八年譜稿_佐藤.indd   64 2019/03/22   14:01


